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【お知らせ】チェリーコモン 9月「説明会＆現地見学」のご案内

一人暮らしの高齢女性が安心して自分らしく暮らせる賃貸住宅「チェリーコモン」。
コンセプトやライフスタイルについての説明会と、実際の建設予定地への見学会を開催いたします。

日 時：9月13日（日） ① 10 : 00～12 : 00 / ② 14 : 00～16 : 00（各回共通内容）
会 場：まるごと断熱Studio氷川台 Aスタジオ（地下鉄有楽町線「氷川台」駅 徒歩6分）
内 容：説明会 ＋ 徒歩すぐの建設予定地の見学
参加費：無料（各回定員15名・事前予約制）

【お申込み・お問い合わせ】
NPO法人 都市住宅とまちづくり研究会（平日10: 00～18 : 00）
TEL：03-5207-6277 / Mail：cherry-common@tmk-web.com

【チェリーコモン 公式HP】 https://tmk-web.com/cherry-common/
詳しいコンセプトや仕組みについては、本紙3ページ目も併せてご覧ください。

＊今号の「おいらのひとりごと」は休載です。次号をお楽しみに。

あらためて考える、災害への備え

ここ数か月のうちに、大きな地震（三陸沖、熊本）や豪雨による水害（千葉、北陸）

が発生しています。被災された地域の皆さまへお見舞い申し上げますとともに、迅速な

復旧・復興を祈念しております。願うだけでなく、自分やまわりの人たちとできること

を模索し、実践していきたいと考えております。

前号で熊本プロジェクト断念について記しましたが、7月上旬に現地を訪問した際、地権者さんがプロジェ

クトを通じて親しくなられた数名とミニ女子会を開いてくださいました。それからまもなくの地震発生に驚

きネットで速報を見ながら、皆さまがご無事か連絡してよいものか数十分悩んだ末にLINEグループへ短文で

投稿。すると次々とメッセージが返ってきて、インフラが止まってしまった地域にお住まいの方と助け合い

のやり取りも行われました。募集活動を通じて築いてきたつながりが活かされ、とても大きな成果になって

いることを実感しました。

一方、8月23日(日)夜中2時頃、茨城県南部で震度5弱の地震が発生し、広い範囲で大きな揺れを観測しま

した。東京ではエレベーターが動かなくなった建物が多数あり、閉じ込めも発生したと聞きます。

昨年、マンションに関する法律及び標準管理規約の大改正があり、管理組合から依頼を受けて規約改定の

お手伝いを複数行っているところ、近年の災害発生状況をみて、あわせて防災や災害時対応のことも検討し

たいが何から手をつけたらよいかわからない、というご相談も多くあります。まずは住民や役員の皆さまに

関心を持っていただくために、「みんなで建物点検」をおすすめしています。自分のマンションのどこに何

があるかを皆さんと一緒にまわりながらお喋り（井戸端会議）をすることで、自然とコミュニケーションも

図れます。ハード的な備えは費用もかかるので大変ですが、住む人同士の日常的なつながりは大きなコスト

をかけずに実現できることも多く、日常・非常時どちらも有効に活用できる最も大切な資源です。

マンションだけでなく地域でも同様に取り組めることはいろいろとありますので、一緒に考えて実践して

みたい！という方は、ぜひとしまち研にお声かけください。 （としまち研理事長：関 真弓）

上記日程でご都合が
合わない方へ

「個別説明」も承ってお
ります。 お気軽にご相談
ください！



一木会のご案内（原則、毎月第一木曜日に行う勉強会・交流会です）
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今後の一木会予定（会場＋オンライン）

☆ 2026 年 ９ 月（９月 ３ 日）【第370 回一木会】

テーマ：「世界80ヵ国以上を歴訪して」－地球を歩き回る旅人の顔でお話し－

ゲスト： 諏訪 恵里子（すわ えりこ）氏（としまち研：事務局 ）

☆ 2026 年 10 月（10 月 1 日）【第371 回一木会】

テーマ：「人生の最期に寄り添う看取り」

ゲスト： 佐藤 万利子（さとう まりこ）氏（U MOTHER代表/

看取り士・産後ドゥーラ）

☆第369 回一木会（2026.８.６）

﨑根 洋治氏（富士リプロ(株)営業部長）にテー

マ『｢神田｣と｢ご縁｣と｢私｣』でお話し頂きました。

約35年にわたり印刷業に携わって来られ、現在の

社は神田司町に位置しているという神田との縁で、

神田をテーマにしたご当地カプセルトイ「神田ガ

チャ」の開発を推進。「エリアの再開発・地域連

携による活性化・手に取れる記念品」

とし、現在神田エリアを盛り上げ

ている。これからさらに設置場所

を拡大する予定とのこと。その後

の懇親会では発想の広さに皆さん

感動の拍手、サンプルを手に楽し

い時は夜遅くまで続きました。

コーポラティブハウス部会にて「断熱・気密」に関する勉強会開催！

懇親会の様子（上7月/下8月）

☆第368 回一木会（2026.7.2）

佐竹 雄太氏（(株)アラウンドアーキテクチャー

代表）にテーマ「建築メディエイターの不動産コ

ンサルティング」でお話し頂きました。宅地建物

取引士・一級建築士・経営学修士・東京理科大学

建築学科と明治大学建築学科の非常勤講師という

多くの顔をお持ちの氏は、建築と不動産の橋渡し

役の建築メディエイターとして多種の

建築イベントを開催。空き家の建

築家付きDIYや建築エンタメ・建

築ラップ・食と共生のペリカンナ

イトなど現代をリードするユニー

クな企画は圧巻でした！終了後の

懇親会も皆さん感動の渦にどっぷり！

7月28日のコーポラティブハウス部会にて、私（田辺／TAWｓ DESIGN）が設計を担当した、さいたま

市岩槻区の２世帯住宅を題材に、「断熱・気密に関する勉強会」を開催しました。

本住宅の施工はSUHARU建匠、土地探しは理事の安藤氏が所属するアラウンドアーキテクチャーにご協力

いただきました。将来の住まい方を見据えて、建築基準法上の長屋として計画し、給排水管更新性にも配慮。

隣地校庭の桜並木の借景を活かし、日射遮蔽と日射取得を両立したファサードとしました。断熱等性能等級

６とした仕様についても解説しました。SUHARU建匠・鈴木社長より、本住宅の断熱の施工、断熱部分の気

密処理、構造用合板の気密処理、外断熱の屋根通気など施工要点について解説いただきました。また、

SUHARU建匠の他の施工事例を元に、外断熱住宅の断熱・気密仕様、断面図、施工写真等や、室温実測デー

タや電力使用状況など、性能と暮らしの関係の検証を共有いただきました。

SUHARU建匠はとしまち研で取り組んでいるチェリーコモンの施工も予定しています。

（としまち研：コーポラティブハウス部会 副部会長 田辺 誠史）

勉強会の様子施工事例外観

ご希望の勉強会がありましたら、

リクエスト下さい
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「おいらのしごと」 としまち研会員がふだんどのような仕事をしているか紹介するコーナーです。

1970年代中頃、大学の建築科を卒業して設計事務所へ入社しました。仕事は平行定規を使い図面を

描くことから始まりました。最初は特にディテールはまったく分からず、ドレインって何？みたいな状

態でしたが、詳細図集などを参考に描いて覚えました。30代は福岡・大阪での転勤生活の後東京へ戻り、

幕張新都心の住宅設計・市街地再開発の地権者住宅を有するオフィスビル設計・SＩ（スケルトンイン

フィル）工法開発参加・リニューアル設計等いろいろな案件に携わりました。

50歳頃からは両親の高齢化に伴い、自力生活サポート・家の改修・施設への入居等、平日は会社の仕

事、週末は両親と家の見舞いに毎週通いました。両親が亡くなった後も空き家廻りの草刈りや畑での野

菜栽培などに通いました。父親が亡くなる年の3月に東日本大震災が発生、その後としまち研の東松島

での活動を知り手伝いを始めました。同じころ家で犬を飼うことが決まり、朝晩の散歩とカットの送迎

が私の仕事になりました。マンション価格の高騰が始まった頃に次女が自宅を購入し2年半で売却。こ

の時はいろいろ調べ資料を作り納得するまで話合った後結論を出しました。昨年福岡のある家族に伝わ

る青唐辛子味噌を頂きとても美味しかったので、青唐辛子をお礼として差し上げようと思い3種を栽培、

赤くなる前に緑の状態で収穫しお渡ししました。15歳を過ぎた犬ですが夏の朝は4時頃起こしに来ます。

急ぎ起きて散歩に行きますが、毎日寝不足状態です！ （としまち研理事：石坂 堅志）

『日本一住みやすいまち』をめざして－公開勉強会を開催します！

としまち研は、2011年の東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県東松島市の被災者の皆さんのうち約

580世帯が集団移転した「あおい地区」の復興支援に行き、2015年3月までかかわりました。としまち研の

会員や応援していただいた関係者40名超のご協力を得ながら、地区のすぐ近くで、民家を借りて住み込み、

集団移転する住民代表者の小野竹一さん（あおい地区まちづくり整備協議会 会長・現あおい地区会 会長）が

掲げる『日本一住みやすいまち』をスローガンとして、住民の皆さんと話し合いをしながら取り組みました。

その小野竹一さんが、11月5日(木)の一木会（公開勉強会）に来て、『日本一住みやすいまち」はどのよう

に進んでいるか、をお話ししてくださることになりました。昨秋、新建築家技術者集団（略称：新建）主催

の建築とまちづくりセミナー＠仙台で現地を訪れたご縁から、新建も共催です。

電話で確認したところ、内容は既に準備されているようです。会場は秋葉原駅

駅近くを予定しています。７月の熊本地震、８月の千葉豪雨など、大災害はいつ

どこで発生するかわかりませんが、前を向いて一生懸命取り組んできた小野竹一

さんのお話を、ぜひ直接お聞きいただきたいと思います。会場が決まりましたら

改めてご案内いたします。（としまち研：防災まちづくり部会 部会長：杉山 昇）

「チェリーコモン」安心して自分らしく暮らせる「居場所」をともに

（３）

これまで、仕組みや建築デザイン、オーナー様の想いなど、様々な角度から「チェリーコモン」をご紹介

してきました。私たちとしまち研が目指しているのは、単なる住まいの提供にとどまらない、住まう方々が

安心して心豊かに暮らせる環境づくりです。

一人で過ごす時間にふと不安を感じる場面があっても、ここにはお互いを

さリげなく気遣える温かなつながりがあります。ご自身のプライベートな時

間を心地よく守りながら、誰かと話したい時には「みんなの部屋」で笑顔を

交わすーそんな無理のない距離感で過ごしていただけます。

「これからの暮らしを、もっと安心して楽しみたい」と感じていただけま

したら、お気軽にご相談下さい。私たちが心を込めて、皆様の新しい一歩を

お手伝いいたします。 （としまち研：事務局 芦田）

あおい地区ヒアリングの様子
（昨年7月）



〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町33 COMS HOUSE 2階

TEL：03-5207-6277 FAX：03-5294-7326

E-mail：info@tmk-web.com ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.tmk-web.com/

Facebook：https://www.facebook.com/toshimachiken/

皆さまからのご意見、ご感想をお待ちしております。

としまち研の現在の会員数

正会員50名 賛助会員32名

編集発行人 五十嵐 一博

事務局担当 諏訪 恵里子

編集後記

今夏は[ガイアの発熱]で40度近い酷暑、熊本地震や千葉豪雨と酷い災害発生。地球エ

ルニーニョは深刻な状態ですが会員の皆様お元気でしょうか？ ご寄稿協力に感謝です！

私この号にて編集担当を終了致します。発行に携われたこの4年3ヶ月、楽しい時をあ

りがとうございました。10月以降は賛助会員として外部からお手伝いさせて頂きます。
＊写真はヒマラヤ水晶。あなたの精神や体に浄化波動とエネルギーを送ります！体調管理しっかりね！諏訪

▼ としまち研 部会などの開催予定 ▼

※部会やイベント等につきましては、としまち研の会員

メーリングリストで配信される案内をご確認ください。

9/25(金)
18：00 ～

コーポラティブハウス部会

調整中マンション再生部会

10/２(金)
18：30 ～

人と暮らし部会
総務広報部会

10/23(金)
18：30 ～

としまち研理事会

第１３６号 おいらのまち ２０２６・８

としまち研掲示板

（４）

▼マンションフリーラボ▼

８月2９日(土)に第９回を開催、終了後ミニ懇親

会が行われました。

話題１「Amazonロッカー・Amazon Keyのご

紹介～分譲マンションの新しい暮らしと資

産価値向上～」松田 将徳 氏

話題２「談合報道から読み解く“デジタル自主管

理”の必然性」 村上 嘉陽 氏

話題３「水圧を利用して水を止める！土嚢に代わ

る簡易設置型止水版『Boxwall』吉本 孝彦

氏 実物にて女性一人でも簡単に組み立て

られる実演＋体験型セッション。

☆次回は10月17日(土)14:00～開催予定です。

詳細は決まり次第ご案内いたします。

☆次回は10月開催予定です。

▼日韓マンション学術交流シンポジウム▼

としまち研で事務局業務を受託している(一社)

日本マンション学会と韓国集合建物法学会と共催

でシンポジウムが開催されます。学会以外の方も

ご参加いただけますので、ぜひご検討ください。

日 時：9月19日(土)10:00～17:00

場 所：明治学院大学白金キャンパス（港区）

詳細は以下のリンク（学会HP内）にアクセスし

てご覧ください。

https://www.jicl.or.jp/activity/symposium/

▼2026年度第2回理事会の報告▼

日時：７月31日(金) 18:30～19:30

場所：COMS HOUSE 2階会議室

＋オンライン（zoomミーティング）併用

以下の議題について話し合いました。

１. 2026年度予算の確定・見込み状況

２. 事務局体制について

３. 各取り組みの進捗状況の報告など

４. その他連絡事項など

＊理事会へのご意見・ご要望

などございましたらお知ら

せください。

▼コーポラティブハウス部会勉強会の報告▼

7月2８日(火)に開催された部会で、田辺氏設

計・SUHARU建匠（鈴木氏）施工で取り組んだ

Ｎ様邸の“断熱材の仕様と施工事例”をテーマに

お話し頂きました。施工方法はよく研究されてお

り、丁寧な上にお客様目線のコストパフォーマン

スや仕上げなどに対し、参加者からは大拍手でし

た。詳細は本紙２ページの記事をお読みください。


